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１．富士川ふれあいホールのホール機能廃止及び旧女性活動センター跡地の売

却について 

 令和８年２月定例会に続いて質問します。 

 富士川ふれあいホールは、昭和60年に富士川町立中央公民館として開館し、

町民の文化活動の拠点として様々に利用されてきました。建物は鉄筋コンク

リート造り、目標使用年数は65年と強固な基礎を持ち、ホールは客席が480席

あり、ロゼシアターに次ぐ音響のいい施設で、最も力を注いで建設されまし

た。しかし、市は指定管理期間が終了する令和８年度末で、ホール機能を廃

止する決定をしました。廃止の理由は、市内に類似施設があり、施設を維持

し続けるために多額の経費を要することが課題で、ホールの客席保有量や稼

働状況から廃止を決定したというものです。 

 旧女性活動センターは、跡地の有効活用が見込めなかったので、老朽化し

た建物を解体する条件付きで土地を売却する方向性が示されています。しか

しながら、向かいにある稲葉家住宅は、訪れた人が休憩する場所がなく、案

内表示も分かりにくいものの、河岸段丘の高台にあり、富士川の河口や富士

山の眺望がすばらしい場所です。また、近隣には岩淵の一里塚や小休本陣常

盤家住宅、古谿荘などもあり、活用の可能性があると感じます。 

 富士川ふれあいホールのホール機能廃止と、旧女性活動センター跡地の売

却の２件については、９月２日開催の富士川地区の市長と語る会で出された

案件です。市民の財産が、事前説明もなく、市民との合意形成のないまま廃

止や売却されることに危惧し、市政への不信感も生まれています。民意を無

視した一方的な市政運営ではなく、市民の財産を守る立場で、合意形成と共

創のまちづくりを求めて、以下質問します。 

(1) 富士川ふれあいホールのホール機能廃止について 

① 全市的な施設であるにもかかわらず、市民の意見を聞かずに廃止を決

定したことに対する見解を伺います。 

② 次世代を担う若者の意見は聞いたか伺います。 

③ 利用者を増やすための仕掛けや努力はしたか伺います。 

④ 指定管理期間終了後の施設の管理運営はどうなるのか伺います。 

⑤ ホール機能を継続した場合の課題や展望について伺います。また、継

続する場合の費用をどれくらいと見ているか伺います。 

⑥ ホール機能廃止後のホールはどのようにしていくのか伺います。 

⑦ ホールは文化を育てる場所です。映画館がない本市にとって、映画の

上映や身近な場所で文化活動を行える欠かせない施設なので、来てもら

う仕掛けが必要と考えますがいかがか伺います。 

⑧ ロゼシアターや交流プラザと比較すると利用料金が安く、ステージの

みの利用が可能な施設は富士川ふれあいホールだけです。座席シートも

きれいで市民にとって利便性の高いホールを、廃止ではなく生かすため

の再編に向けて市民と話し合うことが大事であり、時間をかけるべきと

考えますがいかがか伺います。 

(2) 旧女性活動センター跡地の売却について 

① 跡地の有効活用が見込めないとの判断に至った経緯について伺いま

す。 

② 解体費用はどれくらいを見込んでいるのか伺います。 

③ 大村教育施設等整備基金の充当は検討したか伺います。 
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④ 旧女性活動センター跡地と旧東海道の文化財を連携させていく考えは

あるか伺います。 

⑤ 老朽化が激しい建物は早急に解体すべきと考える一方で、土地の利活

用については市民との合意形成を図るべきと考えますがいかがか伺いま

す。 

⑥ 旧女性活動センター跡地の向かいにある稲葉家住宅に仮設トイレはあ

りますが、来訪者が休憩する場所がありません。おもてなしの観点から

休憩場所の設置を考える好機と考えますがいかがか伺います。 

⑦ 稲葉家住宅入り口について、以前から対応を求めていますが、案内表

示看板を含めて検討はしているか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


